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10月2日から約1ヶ月にわたり来日した。 その間， 20日より 1週間，関西入りをしたが，









の「マックス・プランク研究所JMax.Plank-Institut zur Erforschung der Lebensbe-
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ところで，わが国での講演りテーマは，次の 6つであり， このうち1 京都大学では4
番目のテーマが選ばれた。
1， Rationalitatsaspekte sozialen Handelns→vier HandlungsmodeI1e， i社会的行動
の合理性の様相一四つ由行動モデルム 〈同志社大学l
2， Max Weber zur Rationalisierung religioser Weltbilder， rマックス・ウェーパ
ーの宗教的世界像白合理化」
3， Bemerkungen zu einer Debatte uber Rationalitat， i合理性論争への諸見解」
4， Ein ModeU fur den 8ozialstaat1ichen Kompromis in w'回 tlichenIndustrie 
geselIschaften， i西欧工業社会における社会国家的妥協のモデルJ，(京都大学〉
5， Die Philosophie als Platzhalter und Interpret， i地位保持者・解釈家としての
哲学」




治社会学的な分析の方法をとりたい。ここで， 重要な論点は， 後期資本主義 Spatkapi
talismusにおいて，国家の果す役割である。もちろん，国家の活動の目的は，経済を活
性化させることにあるのだが， 国家と経演との相互作用は人聞をとびこえてシステム化
されている。 このばあい， 一方では，社会的に統合される生活領域 Lebenswelt(私人
の場と公共の場〉と， 他方で，貨幣と権力をとおしてシステムに統合される行動システ
ム〈経済と国家〉とが，相互に対立しあっ亡いる。 以下で， (a)国家と経済としヴ二つり
サブシステム白聞で目 どのような関係にあるかを. <閏家介λ±義)Staatlicher Inter-
106 (330) 第128巻第5.6号
ventlOnlsmusについて考察1.-.ついで.(1時国家と生活世界とがいかに相互に関係しあっ





































































Lehenswelt Austauschbeziehungen zwischen System 
1. Beschaftigstenrolle 
















← h-PfOaEsts1esnclhoe yaFl1itiaht rung 
質疑応答は，講演内容についてのみならず， 広〈ハーバ マス教授白思想的立場につ




(たとえば，ルカーチの『歴史と階級意識~)と質問L.，.. 4， ~詰j本三夫(四国学院大) )l'; 
は，ホルクハイマーとアドルノをどりように評価するむか， をたずねた。これらの質問
に対する，ハーパーマスの教授の解答については，割愛Lたい。
講演会には，経済学会から大野英三，池上惇，木崎喜代治氏らが， 法学会から上山安
敏，中沢巷ー，木村雅昭，河上倫逸民らが出席した。 また，経研から尾上久雄氏，教養
部から高橋正立，宮本盛太郎氏など数多〈の教官が参会した。 ζの講演会の特色は，ハ
ーパーマス教捷の学問的射程の広苦にお弓じて，法経のみならず， 文学部・教育学部，
さらには理学部，医学部0研究者もみられたことである。 なお，学外からも，田中真晴
〈甲南大)，山口定(大阪市大).中村幹雄(奈良女子大).末川清〔立命大). 元浜清海
(大経大).脇圭平〔同志社大).山口節郎(阪大〉の各氏などが参加し，また， Hubricht 
氏 Beeh民ら多数む在日ドイツ入学者も参会し， 盛会であった。
